
『古今和歌集目録』校本稿・第二部（作者略伝「帝王・親王」）

二
一
一

『
古
今
和
歌
集
目
録
』
校
本
稿
・
第
二
部
（
作
者
略
伝
「
帝
王
・
親
王
」）

磯　

部　

祥　

子

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
校
本
稿
・
第
一
部
（『
成
城
国
文
学
』
第
三
十
七
号
所
収
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
の
続
稿
で
あ

る
。
本
稿
で
は
前
稿
と
同
じ
く
、『
群
書
類
従
』
活
字
本
を
底
本
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
第
二
部
の
「
帝
王
・
親
王
」
に
つ

い
て
そ
の
校
異
を
記
し
た
。
な
お
、
次
項
の
⑹
〜
⑻
は
、
今
回
か
ら
新
た
に
校
異
の
た
め
の
諸
本
に
加
え
た
。
凡
例
は
前
稿
と
共
通

す
る
が
、
念
の
た
め
に
こ
こ
に
示
す
。

２　

校
異
に
用
い
た
諸
本
に
つ
い
て

　
『
国
書
総
目
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
の
伝
本
は
十
あ
る
が
、
今
回
校
異
に
用
い
た
も
の
は
以
下
の
通
り
で



二
一
二

あ
る
。
⑹
〜
⑻
ま
で
を
本
稿
よ
り
加
え
た
。
調
査
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
行
っ
た
。

⑴
宮
内
庁
書
陵
部
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
有
缼
）

　

写
本
。
一
冊
。
欠
本
。
第
二
部
の
作
者
略
伝
は
源
宗
于
ま
で
。

⑵
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』

　

刊
本
。
大
本
。
一
冊
。
群
書
類
従
二
八
五
。
書
入
れ
あ
り
。

⑶
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』

　

写
本
。
一
冊
。
群
書
類
従
二
八
五
。
合
点
あ
り
。
朱
と
墨
に
て
校
合
あ
り
。

⑷
肥
前
島
原
松
平
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
一
冊
）

　

写
本
。
一
冊
。
江
戸
初
期
写
。
欠
本
。
第
二
部
の
作
者
略
伝
は
源
宗
于
ま
で
。

⑸
肥
前
島
原
松
平
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
二
冊
）

　

写
本
。
二
冊
。
江
戸
初
期
写
。
外
題
「
古
今
顕
名
抄
」。
内
題
「
古
今
和
歌
集
目
録
」。

⑹
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
今
井
似
閑
本
『
古
今
和
歌
集
目
録　

欠
本
』
一
冊

　

写
本
。
一
冊
。
見
返
し
に
「
顕
昭
古
今
集
序
注
云
…
（
以
下
略
）」
の
書
入
れ
あ
り
。
内
容
は
、「
な
ら
の
み
か
ど
」
や
「
人
丸
」

に
つ
い
て
。

⑺
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』

　

刊
本
。
二
冊
。
羣
書
類
従
二
八
五
。

⑻
山
口
県
立
山
口
図
書
館
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
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二
一
三

　

写
本
。
一
冊
。
見
返
し
に
「
顕
昭
古
今
集
序
注
云
…
（
以
下
略
）」
の
書
入
れ
あ
り
。
内
容
は
、「
な
ら
の
み
か
ど
」
や
「
人
丸
」

に
つ
い
て
。

古
今
和
歌
集
目
録
校
本
稿　

第
二
部　
　

凡
例

・
底
本
は
『
群
書
類
従
』
巻
二
百
八
十
五
、
和
歌
部
百
四
十
、
雑
五
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
昭
和
九
年
四
月
発
行
、
昭
和
三
十
五

年
八
月
訂
正
三
版
）
を
用
い
た
。

・「
校
異
」
は
、「
本
文
」
に
傍
線
を
引
き
、
丸
数
字
で
番
号
を
示
し
、
略
伝
毎
に
後
に
ま
と
め
て
記
し
た
。
状
態
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
き
は
：
の
後
に
示
し
た
。

・
二
行
割
書
は
小
字
で
示
し
た
。

・
傍
書
に
つ
い
て
は
、（　

）
で
示
し
、：
の
後
に
状
態
を
示
し
た
。

・
漢
字
の
正
字
と
通
行
字
に
つ
い
て
は
、
校
異
を
取
ら
な
か
っ
た
。

・
本
文
異
同
に
用
い
た
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
諸
本
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

宮
内
庁
書
陵
部
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
有
缼
）  
…
…
…
…  

宮

　
　

国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
…
…  

初

　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
…
…
…
…  
内

　
　

肥
前
島
原
松
平
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
一
冊
）
…
…  

松
一

　
　

肥
前
島
原
松
平
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
二
冊
）
…
…  

松
二



二
一
四

　
　

賀
茂
雷
神
社
三
手
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
…
…
…
…
…  

三

　
　

大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
…  

矢

　
　

山
口
県
立
山
口
図
書
館
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
…
…
…
…
…  

山

・
本
稿
で
は
、
校
異
に
続
い
て
簡
略
な
「
付
記
」
を
添
え
た
。『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
の
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和

歌
集
』（
小
島
憲
之
・
新
井
英
蔵
校
注　

岩
波
書
店　

一
九
八
九
年
二
月
）
に
拠
っ
た
。

　

第
二
部
作
者
略
伝
「
帝
王
・
親
王
」
校
本
稿

【
本
文
】

①
帝
王
二
人
。

【
校
異
】

①  

宮  

帝
王
二
人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
末
尾
か
ら
一
行
あ
け
て
記
載
。
第
二
部
作
者
略
伝
の
項
目
と
し
て
記
載
。 

初  

帝
王

二
人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
か
ら
続
い
て
記
載
。 
内  
帝
王
二
人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
か
ら
続
い
て
記
載
。 

松
一  

帝
王
二

人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
か
ら
続
い
て
記
載
。 

松
二  

帝
王
二
人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
か
ら
続
い
て
記
載
。 

三  

帝
王
：
第

二
部
作
者
略
伝
の
項
目
と
し
て
記
載
（
十
二
丁
オ
）。 

矢  

帝
王
二
人
：
第
一
部
著
作
者
一
覧
か
ら
続
い
て
記
載
。 

山  

帝
王
：

第
二
部
作
者
略
伝
の
項
目
と
し
て
記
載
（
十
一
丁
ウ
）。



『古今和歌集目録』校本稿・第二部（作者略伝「帝王・親王」）

二
一
五

【
付
記
】

　
「
帝
王
二
人
」
を
、
第
一
部
著
作
者
一
覧
の
末
尾
と
す
る
伝
本
と
第
二
部
作
者
略
伝
の
冒
頭
と
す
る
伝
本
と
が
あ
る
。
第
二

部
で
は
作
者
略
伝
の
は
じ
め
に
「
親
王
」
や
「
大
臣
」
な
ど
と
し
て
項
目
を
類
別
し
て
い
る
こ
と
や
、「
帝
王
」
の
略
伝
は
天

智
天
皇
、
平
城
天
皇
、
大
同
御
時
天
皇
、
光
孝
天
皇
の
四
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
帝
王
」
と
し
て
第
二
部
作
者
略
伝
の
冒
頭

項
目
と
す
る
の
が
、
整
っ
た
形
の
よ
う
に
考
え
ら
れ注
１る
。

【
本
文
】

天
智
天
皇
御
製
二
首
。
恋
。

諱
天
命
開
別
天
皇
。
①
又
葛
城
。
舒
明
天
②
皇
太
子
。
母
斉
明
天
皇
。
元
③
年
壬
戌
即
位
。
在
位
十
年
。
御
二

近
江
国
志
賀
郡
大
津

宮
一

。
④
或
⑤
云
粟
津
宮
。
陵
山
城
宇
治
郡
⑥
山
科
陵
。
此
御
時
始
置
二

太
政
大
臣
一

。
大
友
皇
子
任
レ
之
。
始
置
二
⑦
漏
刻
一

。
⑧
藤
原
。
⑨
大
職

（
織
歟
）
冠
。
⑩
十
年
入
二

吉
野
山
宮
一

出
家
。
十
二
月
⑪
廿
日
崩
。
六
十
七
。

【
校
異
】

①  

宮  

父　

②  

山  

太
子　

③  

内  

李
（
年
：
別
筆
）　 
松
二  

季　

④  

松
一  

式　

⑤  

三  

云
：
脱
字　

 

山  

：
脱
字　

⑥  

内  

葬
山
科　

 

松
二  

葬
山
科　

⑦  

三 　

�
（
刻
：
朱
筆
）　

⑧  

宮  

始
藤
原　

 

内  

始
藤
原　

 

松
一  

始
藤
原　

 

松
二  

始
藤
原　

 

三  

始
藤
原　

  

山  （
始
：
見
せ
け
ち
黒
傍
書
）　

⑨  

内  

連
大
織
冠　

 

宮  

大
織
冠　

 

内  

大
織
冠　

 

松
一  

大
織
冠　

 

松
二  

織
冠
：
割
注　

 

三  

冠
：
割
注　

  

矢  

冠
：
割
注　

 

山  

冠
：
割
注　

⑩  

矢  （
・
此
ハ
天
武
天
皇
ノ



二
一
六

御
事
也
：
別
筆
）　

⑪  

宮  

廿
三
日　

  

松
一  

廿
三
日　

 

松
二  

廿
三
日　

 

三  

廿
三
日　

 

山  

廿
三
日

【
付
記
】

　
「
天
智
天
皇
御
製
二
首
。
恋
」
は
、
巻
第
十
四
恋
歌
四
・
七
〇
二
「
梓
弓
ひ
き
野
の
つ
ヾ
ら
末
つ
ゐ
に
わ
が
思
ふ
人
に
こ
と

の
し
げ
ヽ
む
／
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
天
帝
の
、
近
江
采
女
に
賜
ひ
け
る
と
な
む
申
す
」、
墨
滅
歌
巻
第
十
三
恋
歌
三
・

一
一
〇
八
「
恋
し
く
は
下
に
を
思
へ
紫
の
下
／
犬
上
の
と
こ
の
山
な
る
な
と
り
河
い
さ
と
答
へ
よ
わ
が
名
も
ら
す
な
／
こ
の

歌
、
あ
る
人
、
天
帝
の
、
近
江
采
女
に
給
へ
る
と
」
を
指
す
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
天
帝
（
あ
め
の
み
か
ど
）」
は
現
在
で
は
「
天
皇
を
指
す
。
万
葉
集
以
来
の
表
現
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系　
『
古
今
和
歌

集
』
脚
注
）」
と
さ
れ
、
天
智
天
皇
を
指
す
も
の
で
は
な
い
が
、
次
項
の
平
城
天
皇
の
項
目
と
も
関
係
し
て
古
来
論
議
さ
れ

た
。
山
田
孝
雄
「『
あ
め
の
み
か
ど
』
考
」
で
は
、
古
今
和
歌
集
の
中
に
は
天
智
天
皇
と
明
示
す
る
歌
は
一
首
も
な
い
こ
と

と
、
該
当
本
文
で
、
左
注
「
天
帝
」
を
根
拠
に
こ
の
二
首
を
天
智
天
皇
の
歌
と
し
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
誤
（
天
帝
を
天
智
天

皇
と
す
る
こ
と
・
引
用
者
注
）
は
古
今
集
目
録
に
源
を
発
し
て
」
以
後
広
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
歌
数
の
中
で

は
「
第
十
三
恋
歌
三
六
十
一
首
内
〈
無
名
廿
三
首
之
外
他
本
哥
二
首
天
智
天
皇
近
江
宋
（
采
歟
：
傍
書
）
女
〉」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
巻
十
三
・
一
一
〇
八
の
歌
を
指
し
て
い
る
。

【
本
文
】

平
城
天
皇
五
首
。
春
一
首
。
①
恋
一
首
。
秋
三
首
。

今
案
。
如
二

此
集
序
一

者
。
以
二

聖
武
天
皇
一

號
二

平
城
一

歟
。
仍
勒
二

聖
武
之
子
細
一

矣
。



『古今和歌集目録』校本稿・第二部（作者略伝「帝王・親王」）

二
一
七

諱
天
璽
国
押
開
豊
桜
彦
天
皇
。
又
②
雨
帝
。
又
号
二

諾
良
帝
一

。
③
文
武
天
皇
太
子
。
母
右
大
臣
藤
原
不
比
等
女
。
元
年
甲
子
二
月
四

日
即
位
。
廿
四
。
在
位
廿
五
年
。
御
二

難
波
宮
一

之
後
。
遷
二

平
城
④
宮
一

。
又
号
二

諾
楽
宮
一

。
天
平
勝
宝
八
年
五
月
二
日
崩
。
⑤
五
十
六
。

陵
佐
保
山
南
。
天
平
三
年
於
二

吉
野
一
⑥
国
栖
等
奉
二

諸
歌
一
⑦
云
々
。
此
御
時
被
レ

撰
二

万
葉
集
一

歟
。
于
レ

時
人
丸
現
存
也
。
度
々
行
幸
従

駕
矣
。【

校
異
】

①  

三  

秋
三
首　

恋
一
首　

 

山  

秋
三
首　

恋
一
首　

②  

内  

爾
（
雨
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　

③  

宮  

文
武
天
皇
ノ
太
子　

④  

松
一  

宮
：
な
し　

⑤  
松
一  

五
十　

 

三  

五
十
（
六
：
ミ
セ
ケ
チ
朱
）　

⑥  

内  

国
栖
寺
（「
栖
等
」：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）  

 

松
一  

国
栖
寺　

 

三  

国
栖
寺　
 

山  

国
栖
寺　

⑦  

初  

云
：
本
文
と
し
て
記
載　

 

矢  

云
：
本
文
と
し
て
記
載

【
付
記
】

　

こ
の
「
平
城
天
皇
」
は
、
該
当
本
文
に
「
天
璽
国
押
開
豊
桜
彦
天
皇
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
こ
こ
で
は
、
聖
武
天
皇
を
指

す
。
し
か
し
、
本
文
に
「
雨
帝
」
と
あ
っ
て
前
項
の
天
智
天
皇
を
指
す
「
あ
め
の
み
か
ど
」
と
重
複
す
る
こ
と
や
、
次
項
の

「
大
同
御
時
天
皇
」
で
は
本
文
に
「
日
本
根
子
天
排
国
高
彦
天
皇
」
と
あ
っ
て
平
城
天
皇
の
こ
と
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
古

来
多
く
の
論
議
が
あ
る
。

　

西
村
加
代
子
「『
古
今
和
歌
集
目
録
』
作
者
考
」
で
は
、「
平
城
天
皇
五
首
。
春
一
首
。
恋
一
首
。
秋
三
首
」
の
歌
数
五
首
は

不
審
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
聖
武
天
皇
の
項
目
に
対
応
す
る
可
能
性
の
あ
る
和
歌
は
、
前
項
「
天
智
天
皇
」
に
掲
出
し

た
二
首
（
巻
第
十
四
恋
歌
四
・
七
〇
二
／
墨
滅
歌
巻
第
十
三
恋
歌
三
・
一
一
〇
八
）
と
次
項
平
城
天
皇
に
掲
出
す
る
三
首
（
巻



二
一
八

二
春
歌
下
・
九
〇
／
巻
四
秋
上
・
二
二
二
／
巻
四
秋
下
・
二
八
三
）
と
仮
名
序
注
「
平
城
帝
の
御
歌
」
と
な
る
が
、
仮
名
序
注

の
「
平
城
帝
」
は
現
在
で
は
「
平
城
天
皇
」
と
さ
れ
て
お
り
、
聖
武
天
皇
御
製
歌
に
つ
い
て
は
未
詳
。

【
本
文
】

大
同
御
時
天
皇
一
首
。
春
。

年
代
暦
云
。
平
城
。
日
本
①
紀
云
。
安
殿
天
皇
。
又
平
城
。
又
②
奈
良
。
古
今
集
詞
云
。
大
同
御
時
。

③
諱
日
本
根
子
天
排
国
高
彦
天
皇
。
桓
武
天
皇
太
子
。
④
母
皇
太
后
藤
原
乙
⑤
牟
漏
。
内
大
臣
贈
太
政
大
臣
良
継
之
女
也
。
宝
亀
五

年
甲
寅
誕
生
。
延
暦
四
年
⑥
十
一
月
廿
五
日
為
二

皇
太
子
一

。
十
二
。
大
同
元
年
三
月
十
七
日
践
祚
。
五
月
即
位
。
卅
三
。
四
年
四
月
廿
五

日
譲
位
。
弘
仁
⑦
元
年
出
家
。
天
長
⑧
元
年
七
月
七
日
崩
。
五
十
一
。
在
位
四
年
。

【
校
異
】

①  

初  

記　

 

矢  

記　

②  

三  

奈
良
天
皇
：
こ
の
後
、「
桓
武
天
皇
太
子
〜
」
と
続
き
、「
古
今
集
詞
云
。
大
同
御
時
。
諱
日
本

根
子
天
拝
国
高
彦
天
皇
。」
が
脱
文
。 

山  

奈
良
天
皇
：
こ
の
後
、「
桓
武
天
皇
太
子
〜
」
と
続
き
、「
古
今
集
詞
云
。
大
同
御

時
。
諱
日
本
根
子
天
拝
国
高
彦
天
皇
。」
が
脱
文
。　

③  
宮  

諱
日
本
根
子
天
推
国
高
彦
天
皇　

 

内  

諱
日
本
根
子
天
桃
国
高

彦
天
皇
（
傍
書
「
排
」）　 

初  

諱
日
本
根
子
天
排
国
高
彦
天
皇　

 

松
一  

諱
日
本
根
子
天
推
国
高
彦
天
皇　

 

松
二  

諱
日
本
根

子
天
排
国
高
彦
天
皇　

 

矢  

諱
日
本
根
子
天
排
国
髙
彦
天
皇　

④  
松
一  

母
：
脱
字　

⑤  

内  

年
（
牟
：
墨
別
筆
）　 

初  

年　

　

 

松
二  

年　

 

矢  

年　

⑥  

内  （
□マ
マ

□マ
マ

十
月
十
四
：
朱
書
に
て
四
角
く
囲
み
頭
注
。
そ
の
後
に
「
十
五
□マ
マ

□マ
マ

」
の
書
き
込
み
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二
一
九

有
）  

⑦  

松
一  

元
：
脱
字　

 

松
二  

元
：
脱
字　

 

三  

元
：
脱
字　

 

山  

元
：
脱
字
。
○
あ
り
。　

⑧  

内  

七
（
元
：
墨
別
筆
）

　

 

松
一  

七　

 

松
二  

七　

 

三  

七　

 

山  

七

【
付
記
】

　
「
大
同
御
時
天
皇
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
本
文
「
日
本
根
子
天
排
国
高
彦
天
皇
」
の
記
述
か
ら
、
平
城
天
皇
を
指
す
。
し
た

が
っ
て
「
大
同
御
時
天
皇
一
首　

春
」
は
、
巻
第
二
春
歌
下
・
九
〇
「
平
城
帝
の
御
歌
／
故
郷
と
成
に
し
な
ら
の
宮
こ
に
も
色

は
か
は
ら
ず
花
は
さ
き
け
り
」
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
第
一
部
歌
数
に
「
第
二
春
下
」
に
「
奈
良
天
皇
一
首
」
と
あ
る
こ
と

と
も
合
致
す
る
。

　

し
か
し
、
第
一
部
歌
数
「
第
四
秋
上
八
十
首
内
」
の
割
注
に
は
「
無
名
三
十
六
首
之
外
他
本
哥
五
首
在
之
大
同
天
皇
躬
恒
読

人
不
知
二
首
」
と
あ
っ
て
「
大
同
天
皇
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
歌
は
、
巻
四
秋
上
歌
・
二
二
二
「
は
ぎ
の
つ
ゆ
珠
に
ぬ
か

む
と
取
れ
ば
消
ぬ
よ
し
見
む
人
は
枝
な
が
ら
み
よ
／
あ
る
人
の
曰
く
、
こ
の
歌
は
、
平
城
帝
の
御
歌
也
と
」
と
記
さ
れ
た
一
首

を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
巻
五
秋
歌
下
・
二
八
三
に
は
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
「
題
し
ら
ず
／
竜
田
河
紅

葉
乱
て
流
め
り
渡
ら
ば
錦
中
や
た
え
な
む
／
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
平
城
帝
の
御
歌
也
と
な
む
申
す
」
と
あ
り
、
前
項
「
平
城

天
皇
」
を
聖
武
天
皇
と
す
る
立
場
と
は
齟
齬
が
生
ま
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
巻
五
秋
歌
下
・
二
八
三
は
仮
名
序
注
に
も
「
平

城
帝
の
御
歌
」
と
し
て
載注
２る
。

【
本
文
】

光
孝
天
皇
二
首
。
春
。
賀
。



二
二
〇

古
今
集
詞
云
。
仁
和
天
皇
。
日
本
紀
云
。
光
孝
天
皇
。
又
小
松
天
皇
。
①
諱
時
康
。
仁
明
天
皇
第
三
子
。
母
贈
皇
太
后
宮
藤
原
②
澤

子
。
従
五
位
下
贈
太
政
大
臣
総
継
之
女
。
天
長
八
年
辛
亥
誕
二

於
六
條
第
一

。
承
和
十
三
年
正
月
七
日
叙
二

四
品
一

。
十
五
年
正
月
任
二

③
常
陸
大
守
一

。
嘉
祥
三
年
五
月
任
二

中
務
卿
一

。
仁
寿
元
年
十
一
月
三
品
。
齊
④
衡
三
年
六
月
兼
二

上
野
大
守
一

。
貞
観
六
年
又
兼
二

上

⑤
総
太
守
一

。
八
年
正
月
十
三
日
兼
二

太
宰
⑥
帥
一

。
十
二
年
二
月
七
日
叙
二

二
品
一

。
十
五
年
正
月
⑦
中
務
卿
如
レ

故
。
十
八
年
十
二
月

六
日
任
二

式
部
卿
一

。
元
慶
四
年
兼
二

常
陸
⑧
大
守
一

。
六
年
四
月
七
日
叙
二

一
品
一

。
八
年
二
月
受
禅
。
五
十
四
。
仁
和
三
⑨
年
八
月
廿
八

日
崩
。
五
十
七
。

【
校
異
】

①  

宮  

仁
明
天
皇
第
三
子
諱
時
康　

 

内  

仁
明
天
皇
第
三
子
諱
時
康
（
仁
明
天
皇
第
三
子
：
墨
別
筆
）　 

松
一  

仁
明
天
皇
第
三

子
諱
時
康　

 

三  

仁
明
天
皇
第
三
子
諱
時
康　

 

山  

仁
明
天
皇
第
三
子
諱
時
康　

②  

山  

深
（
澤
：
黒
）　 

③  

宮  

常
陸
介　

 

松
一  

常
陸
介　

 

松
二  

常
陸
介
（
太
守
イ
：
傍
書
）　 

三  

常
陸
介　

 

山  

常
陸
介　

④  

内  

衛
（
衡
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　

⑤  

宮  

野　

 

内  

野
（
総
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　 

三  

野　

⑥  

内  

補
（
帥
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　

⑦  

宮  

兼
中
務
卿　

 

松
一  

兼
中
務
卿　

 

三  

兼
中
務
卿　

 

山  
兼
中
務
卿　

⑧  

宮  

守　

 

松
一  

守　

 

松
二  

守　

  

三  

守　

 

山  

守　

⑨  

松
二  

季

【
付
記
】

　
「
光
孝
天
皇
二
首
」
と
は
、
巻
第
一
春
歌
上
・
二
一
に
「
仁
和
帝
、
親
王
に
お
ま
し
〳
〵
け
る
時
に
、
人
に
若
菜
賜
ひ
け
る

御
歌
／
き
み
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
わ
か
な
つ
む
わ
が
衣
手
に
雪
は
降
り
つ
ヽ
」、
巻
第
七
賀
歌
・
三
四
七
に
「
仁
和
御
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二
二
一

時
、
僧
正
遍
昭
に
、
七
十
賀
賜
ひ
け
る
時
の
御
歌
／
か
く
し
つ
ヽ
と
に
も
か
く
に
も
永
ら
へ
て
君
が
八
千
世
に
会
ふ
よ
し
も

哉
」
と
載
る
も
の
に
拠
る
。
第
一
部
歌
数
に
も
春
上
と
賀
に
各
々
「
仁
和
天
皇
一
首
」
と
あ
っ
て
合
致
す
る
。

【
本
文
】

親
王
。

　

 【
校
異
】

　
　

な
し

　

 【
付
記
】

　

 

前
出
「
帝
王
」
と
並
ぶ
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
本
文
】

雲
林
院
親
王
一
首
。
恋
。

仁
明
天
皇
第
七
皇
子
。
①
常
康
親
王
是
也
。
母
正
五
位
下
紀
種
子
。
正
四
位
下
名
②
虎
女
也
。
仁
寿
元
年
二
月
出
家
。
貞
観
十
一
年

五
月
十
四
日
薨
。

【
校
異
】



二
二
二

①  

宮  

深
草
常
康
親
王　

 

内  

深
草
常
康
親
王　

 

松
一  

深
草
常
康
親
王　

 

松
二  

深
草
常
康
親
王　

 

三  

深
草
常
康
親
王　

 

山  

深
草
常
康
親
王　

②  

内  

雷
（
乕
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　 

初  

乕　

 

松
二  

乕　

 

三  

乕　

 

矢  

乕　

 

山  

乕

【
付
記
】

　
「
雲
林
院
親
王
一
首
」
と
は
、
巻
第
十
五
恋
歌
五
・
七
八
一
に
「
題
し
ら
ず
／
吹
き
ま
よ
ふ
野
風
を
さ
む
み
秋
萩
の
う
つ
り

も
行
か
人
の
心
の
」
と
載
る
の
に
拠
る
。
第
一
部
歌
数
の
記
述
と
も
合
致
す
る
。

【
本
文
】

惟
①
高
親
王
二
首
。
春
一
首
。
雑
一
首
。

文
徳
天
皇
第
一
皇
子
。
母
従
四
位
上
紀
静
子
。
正
四
位
下
②
名
虎
女
。
四
位
宮
内
卿
。
天
安
二
年
正
月
廿
三
日
任
二

太
宰
権
③
帥
一

。

同
十
一
月
廿
五
日
任
レ
④
帥
。
貞
観
十
四
年
七
月
出
家
。
⑤
□
年
二
月
廿
日
薨
。
号
二

小
野
宮
一

。

【
校
異
】

①  

宮  

惟
喬　

 

松
一  

惟
喬　

 

松
二  

惟
喬
（
コ
レ
タ
カ
：
墨
） 

三  

惟
喬　

  

山  

惟
喬　

②  

内  

乕
（
虎
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別

筆
）　

③  

内  

補
（
帥
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　

④  
内  
補
（
帥
：
ミ
セ
ケ
チ
墨
別
筆
）　

⑤  

宮  

空
白
な
し　

 

松
一  

空
白
な

し　

 

三  

ミ
セ
ケ
チ
：
朱
筆　

 

山  

校
合
の
跡
○
あ
り
。

【
付
記
】

　
「
惟
高
親
王
二
首
」
と
は
、
巻
第
二
春
歌
下
・
七
四
に
「
僧
正
遍
昭
に
、
よ
み
て
、
贈
り
け
る
／
桜
花
ち
ら
ば
ち
ら
な
む
ち
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二
二
三

ら
ず
と
て
古
里
人
の
来
て
も
見
な
く
に
」、
巻
第
十
八
雑
歌
下
・
九
四
五
に
「
白
雲
の
絶
え
ず
た
な
び
く
峰
に
だ
に
住
め
ば
住

み
ぬ
る
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
載
る
の
に
拠
る
。
第
一
部
歌
数
の
記
述
と
も
合
致
す
る
。

注
（
１
）「
帝
王
二
人
」
と
あ
る
本
文
に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
「『
あ
め
の
み
か
ど
』
考
」（『
芸
林
』
２　

芸
林
会
、
一
九
五
一
年
二
月
）
に
は
、

「
然
ら
ば
、
こ
の
『
あ
め
の
み
か
ど
』
を
天
智
天
皇
と
認
め
た
の
は
何
の
書
に
あ
る
か
と
思
ふ
に
、
古
今
和
歌
集
目
録
に
作
者
の
名
を
列

挙
す
る
は
じ
め
に
、
帝
王
二
人
と
称
し
て
、
天
智
天
皇
と
平
城
天
皇
と
を
あ
げ
、
而
し
て
天
智
天
皇
の
条
に
は
『
天
智
天
皇
御
製
二
首

（
恋
）』
と
標
し
て
」
あ
め
の
み
か
ど
と
し
た
、
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
帝
王
二
人
」
を
天
智
・
平
城
の
二
人
と
し
て
い
る
。

（
２
）
藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』「
三
〇　

人
丸
難
及
大
同
朝
事
」
で
は
「
古
今
目
録　

仲
実
撰
。
以
二
三
首
歌
一
注
二
一
帝
一　

非
二
奈
良
帝
両
人

儀
一
」
と
し
、「
四
〇　

古
今
証
本
」
で
は
、「
仲
実
目
録
ニ
有
二
誤
謬
一
歟
」
と
し
て
、
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
小
沢
正
夫
他
『
袋
草
紙
注

釈
』
で
は
こ
の
部
分
を
受
け
て
「
清
輔
の
記
載
と
異
な
る
。
類
聚
本
は
改
稿
本
か
」
と
述
べ
、
群
書
類
従
本
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
言
及

す
る
。

参
考
文
献

・
西
下
経
一
「
古
今
和
歌
集
研
究
史
」（『
国
語
と
国
文
学　

日
本
文
学
研
究
史
（
上
世
篇
）』
第
十
一
巻
第
四
号
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会  

昭
和
九
年
四
月
）

・『
群
書
類
従
』
巻
二
百
八
十
五
、
和
歌
部
百
四
十
、
雑
五
『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
昭
和
九
年
四
月
発
行
、
昭
和
三
十
五
年
八
月
訂
正
三



二
二
四

版
）

・
山
田
孝
雄
「『
あ
め
の
み
か
ど
』
考
」（『
芸
林
』
２　

芸
林
会
、
一
九
五
一
年
二
月
）

・
小
沢
正
夫
・
後
藤
重
郎
・
島
津
忠
夫
・
樋
口
芳
麻
呂
『
袋
草
紙
注
釈
上
』（
塙
書
房　

昭
和
四
十
九
年
三
月
）

・
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
上
・
下
）』（
右
文
書
院　

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
）

・
西
村
加
代
子
「『
古
今
和
歌
集
目
録
』
作
者
考
」（『
中
古
文
学
』
第
二
五
号　

中
古
文
学
会　

一
九
八
五
年
四
月
）

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』（
小
島
憲
之
・
新
井
英
蔵
校
注　

岩
波
書
店　

一
九
八
九
年
二
月
）

・
小
山
田
和
夫
「『
古
今
和
歌
集
目
録
』
所
引
「
年
代
暦
」「
日
本
紀
」
考
」（『
立
正
史
学
』
第
七
十
九
号　

立
正
大
学
史
学
会　

一
九
九
六

年
三
月
）

・
小
山
田
和
夫
「
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
所
引
「
国
史
」
考
」（『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
第
一
〇
七
号　

立
正
大
学
文
学
部　

一
九
九
八

年
三
月
）

・
春
名
宏
昭
『
平
城
天
皇
』
人
物
叢
書
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年
一
月
）

・
森
公
章
『
天
智
天
皇
』
人
物
叢
書
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
六
年
九
月
）

・
人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界
─
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
を
ひ
も
と
く
』（
勉
誠
出
版  

二
〇
一
八
年
三
月
）

・
笹
川
博
司
『
奈
良
御
集　

仁
和
御
集　

寛
平
御
集
全
釈
』（
私
家
集
全
釈
叢
書
四
一　

風
間
書
房　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
）


